
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シート状プリント媒体をプリンタのプリントヘッドに隣接するプリント領域内で支持する
プリント媒体支持機構 、
長軸を有する駆動ローラシャフトと、
前記駆動ローラシャフトの長軸を中心に回転する少なくとも１つの駆動ローラであって、
前記プリンタの前記プリント領域の上流に配置されて前記シート状プリント媒体を前記プ
リント領域内に送る駆動ローラと、
前記プリント媒体に上から接触してこれを支持する、前記駆動ローラと前記プリント領域
の間に設けられた上側プリント媒体ガイドと、
前記上側プリント媒体ガイドの下流に取り付けられて前記駆動ローラシャフトを中心に前
記プリント領域に対する退避位置と非退避位置の間で枢転する下側プリント媒体ガイドで
あって、非退避位置にあるときは前記プリント媒体に下から接触してこれを支持するよう
に位置決めされ、前記プリント媒体の前記プリント領域における形状は少なくとも部分的
には前記プリント媒体の両面に対する前記上側及び下側のプリント媒体ガイドの支持によ
って設定される下側プリント媒体ガイドと、
非退避位置に枢転したとき前記下側プリント媒体ガイドに働く下側プリント媒体ガイドス
トッパであって、前記下側プリント媒体ガイドが非退避位置まで枢転したとき前記上側プ
リント媒体ガイドに対する前記下側プリント媒体ガイドの垂直方向の位置を設定し、それ
によって所望の形状と角度を設定するように調整可能な下側プリント媒体ガイドストッパ
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と、
前記上側及び下側のプリント媒体ガイドに対する前記プリンタのプリントヘッドの垂直方
向の位置を調整し、それによって下側プリント媒体ガイドストッパの調整によって設定さ
れている前記プリント媒体の形状と角度を変化させることなく前記プリントヘッドを前記
プリント媒体からの所望の間隔に設定するための媒体－プリントヘッド間隔調整手段と、
を備えたことを特徴とするプリント媒体支持機構。
【請求項２】
前記ストッパは厚みを変化させた可動カムを設けた請求項１に記載のプリント媒体支持機
構。
【請求項３】
前記ストッパは回転可能なカムホイールを設けた請求項１に記載のプリント媒体支持機構
。
【請求項４】
前記ストッパは回転可能なカムホイールを設け、前記回転可能なカムホイールはその外周
部に、前記プリント媒体支持機構の製造中に前記下側プリント媒体ガイドの非退避位置へ
の位置決めの調整を自動的に行なうことを可能にする歯を有する請求項１に記載のプリン
ト媒体支持機構。
【請求項５】
前記媒体－プリントヘッド間隔調整手段はキャリッジロッドとそれに対応する偏心ブッシ
ュを設けた請求項１に記載のプリント媒体支持機構。
【請求項６】
前記上側プリント媒体ガイドは下流側に向かって下向きに傾斜して、前記プリント媒体に
上から接触する下端にいたる面を設けた請求項１に記載のプリント媒体支持機構。
【請求項７】
前記下側プリント媒体ガイドは下流側に向かって上向きに傾斜して前記プリント媒体に下
から接触する上側支持端に至る面を設け、前記上側支持端は前記プリント媒体を前記プリ
ント領域内で下流側に向かって上向きに傾斜させるように前記上側プリント媒体ガイドよ
り高い位置に調整することができる請求項１に記載のプリント媒体支持機構。
【請求項８】
前記上側プリント媒体ガイドは下流側に向かって下向きに傾斜して、前記プリント媒体に
上から接触する下端に至る面を設け、前記下側プリント媒体ガイドは下流側に向かって上
向きに傾斜して前記プリント媒体に下から接触する上側支持端にいたる面を設け、前記駆
動ローラは最高点を有し、前記上側プリント媒体ガイドの前記下端と前記下側プリント媒
体ガイドの上側支持端はいずれも前記駆動ローラの前記最高点より下に位置し、前記上側
支持端は、前記プリント領域内で前記プリント媒体を下流側に向かって上向きに傾斜させ
るように前記上側プリント媒体ガイドより高い位置に調整可能である請求項１に記載のプ
リント媒体支持機構。
【請求項９】
前記ストッパは回転可能なカムホイールを設け、前記回転可能なカムホイールはその外周
部に、前記プリント媒体支持機構の製造中に前記下側プリント媒体ガイドの非退避位置へ
の位置決めの調整を自動的に行なうことを可能にする歯を有し、前記上側プリント媒体ガ
イドは下流側に向かって下向きに傾斜して、前記プリント媒体に上から接触する下端に至
る面を設け、前記下側プリント媒体ガイドは下流側に向かって上向きに傾斜して前記プリ
ント媒体に下から接触する上側支持端に至る面を設け、前記駆動ローラは最高点を有し、
前記上側プリント媒体ガイドの前記下端と前記下側プリント媒体ガイドの上側支持端はい
ずれも前記駆動ローラの前記最高点より下に位置する請求項１に記載のプリント媒体支持
機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
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本発明はプリンタのプリント領域内のプリンタのプリントヘッドに隣接してプリント媒体
を支持するための用紙あるいはプリント媒体支持機構に関する。
【０００２】
【発明の背景】
図１及び図２には、従来のプリント媒体支持機構 20とそれに対応するプリントヘッド 22の
例を示す。これらの構成要素は Washington州 Vancouverの Division of Hewlett-Packard C
ompanyの製造する“ DESKJET 560C”カラーインクジェットプリンタの構成要素と同じであ
る。プリント媒体支持機構 20は用紙通路の幅全体にわたって横方向に配列された複数の駆
動ローラあるいは駆動ローラタイヤ 24を有する。駆動ローラ 24は用紙通路を横切って横方
向に伸びるローラシャフト 26に取り付けられている。説明の便宜上、駆動ローラ 24の下の
プリント媒体支持機構に入る用紙 28の一部だけを図示している。用紙は図示しないピンチ
ローラと上側プリント媒体ガイド 30によってローラ 24に保持される。用紙は上に巻き上が
ってローラを回り、約 180゜方向を変えてローラの上で支持機構から出る。
【０００３】
プリントヘッド 22はキャリッジ 34、カラーカートリッジ 36、及び黒カートリッジ 38を設け
ている。プリントヘッド 22は下向きに配設されて用紙 28にインクを塗布する多数のノズル
（図示せず）を有する。プリントヘッドはキャリッジロッド（図示せず）によって一定の
高さに支持される。プリントヘッドはその下にある用紙の横方向の幅を繰り返し横切るよ
うに設計され、その間にプリント媒体支持機構 20がプリントヘッドの下で用紙を縦方向に
送るようになっている。
【０００４】
プリントヘッド 22のノズルは用紙上で用紙通路に対して約 1/6インチの長さにわたって縦
方向に位置合わせされている。プリント媒体が１回横断するさいにノズルの下に位置する
領域を“プリント領域”と呼ぶ。プリント品質を最適化するには、用紙がプリント領域を
走行するときの用紙とノズルの距離を厳密に管理することが望ましい。用紙がノズルから
離れ過ぎると、精度とプリント品質が低下する。用紙がノズルに近すぎると、用紙がノズ
ルに接触してそこに塗布されているインクのにじみを発生させる可能性がある。用紙は湿
ったインクが塗布されたとき屈曲する傾向があるためインクジェットプリンタにおける用
紙の位置決めは複雑である。
【０００５】
プリンタはプリント媒体に対して用紙を適正に位置決めするためのプリント媒体支持機構
を有する。しかし、経済的な製造公差を許容すると、プリンタごとに適正な媒体－プリン
トヘッド間隔を維持するのが困難な場合がある。従って、プリント媒体支持機構には、特
定のプリンタに対する所望のプリンタ－プリントヘッド間隔を確立するための機械的調整
を行なうことが多い。これらの調整は製造中あるいは製造直後に行なわれてもよいし、プ
リンタの最終ユーザーによって購入後に行なわれてもよい。
【０００６】
図１及び図２のプリント媒体支持機構 20では、用紙の位置決めは参照符号 40で示すピボッ
トと呼ばれる部分で行なわれる。ピボット 40はローラシャフト 26に取り付けられ、その周
囲を退避位置と非退避位置の間で枢動する。図１及び図２は、ピボット 40が非退避位置に
ある状態を示す。この位置では、ピボット 40は下側プリント媒体ガイドあるいはガイド面
42を有し、用紙はこのガイドに載ってプリントヘッド 22の下のプリント領域を走行する。
プリント中、ピボット 40は図示するように非退避位置にあって用紙 28を支持する。ピボッ
ト 40はプリントされた用紙が出力トレーに排出されるとき退避する。図１及び図２にはク
ラッチ 44の構成要素を示す。クラッチ 44はここでは説明しない動作論理の制御のもとに適
当な時間にピボット 40を退避させる機能を実行する。
【０００７】
ガイド面 42は上側プリント媒体ガイド 30の下側支持端の下で、用紙通路を横方向に横切っ
て伸びる。この上の面の垂直方向の位置によって用紙 28の垂直方向の位置が決まり、従っ
て用紙 28とプリントヘッド 22のノズルの距離すなわち間隔が決まる。この間隔を最適化し
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、製造公差を設けるために、非退避位置へのピボット 40の回転を制御することによってガ
イド面 42の上への移動を制限する調整可能なストッパがプリント媒体支持機構 20内に設け
られる。このストッパによってピボット 40とガイド面 42の非退避位置が決まる。図１及び
図２の機構内のストッパは上側プリント媒体ガイド 40から内向きに伸びてピボットが非退
避位置に向かって回転するとクラッチ 44上のタブ 50に当たるフィンガ 46（図２）を設けて
いる。ピボット 40はクラッチ 44とともに回転するため、タブ 50はピボット 40の回転を制限
し、従ってピボットが退避していないときのピボット 40の向きとガイド面 42の垂直方向の
高さを決定する。フィンガを手動調整してタブ 50に当たる位置を変化させ、それによって
ガイド面 42の非退避高さを決定することができる。この調整は通常プリンタの製造中に行
なわれ、ガイド面 42と上側プリント媒体ガイド 30の間に指定された最小ギャップを維持し
ながら、用紙の所望の高さが得られる。指定された最小ギャップは封筒などの考えられる
最も厚みのあるプリント媒体がぎりぎりで通過できる程度の大きさである。
【０００８】
上述した支持機構は約 1/6インチのプリント領域中で用紙を支持するように設計されてい
る。しかし、最近のプリンタの設計においては 1/2インチ以上といった長いプリント領域
を有するプリントヘッドを設けようとする趨勢にある。プリント速度を上げるためにはプ
リント領域が長い方が望ましい。しかし、このような長さのプリント領域全体にわたって
用紙の位置決め精度を維持するのははるかに困難である。これに加えて、インクが与えら
れる領域では用紙が盛り上がるすなわち（プリントヘッドに向かって）上方に曲がる傾向
がある。この傾向は、プリント領域が長い場合インクの塗布される領域がより大きくなる
ためより顕著である。用紙の盛り上がりが大きくなれば、用紙がプリントヘッドのノズル
に当たり、インクによる汚れが生じる。このような干渉を避けるために用紙をプリントヘ
ッドから遠ざけようとするとノズル精度が低下し、全体的なプリント品質が低下する。そ
こで、用紙の曲がりすなわち盛り上がりをなくすか、あるいは少なくとも大幅に低減する
ような方法で用紙を制御することが望ましい。従来このような制御を行なうことはできな
かった。
【０００９】
【発明の概要】
本発明はプリンタの上側プリント媒体ガイドと下側プリント媒体ガイドを用いて用紙がプ
リンタのプリント領域内を伸びていく際の形状と角度を能動的に制御することによって用
紙の曲がりの傾向を低減するものである。より詳細には、この上側及び下側のプリント媒
体ガイドの相対位置を垂直方向に調整可能として媒体－プリントヘッド間隔にかかわりな
くプリント媒体の所望の形状と角度を得るものである。媒体－プリントヘッド間隔につい
ては別の独立した調整を行なって、プリント媒体の形状と角度の最適性を損なうことなく
、最適な媒体－プリントヘッド間隔を得ることができるようにする。さらに、上側及び下
側のプリント媒体ガイドと媒体－プリントヘッド間隔の調整を製品の製造中に自動化され
た装置を用いて行なうことができる。
【００１０】
【発明の説明】
図３から図７にはプリンタのプリント領域内にある用紙をプリントヘッド 102に隣接して
支持するための本発明の一実施例のプリント媒体支持機構 100を示す。本明細書では“用
紙”及び“紙”プリント媒体という用語が頻出するが、上述の構成要素はマイラ、封筒、
透明シート、厚紙等他の種類のシート状媒体を支持するのにも用いることに注意しなけれ
ばならない。従って、“用紙”という用語はこのような他の種類のシート状あるいは紙状
媒体を含むものとして広く解釈しなければならない。また、用紙取り扱い機構及びプリン
ト媒体支持機構については、 1994年２月 28日付けの "Print Medium Handlig System Inclu
ding Cockle Ribs to Control Pen-to-Print Medium Spacing During Printing"と題され
た出願及び本願と同時に出願された "Media Handling in an Ink-Jet Printer"と題された
別の出願を含む、 Hewlett-Packard Companyに譲渡された他の係属中の米国特許出願に詳
しく述べられている。
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【００１１】
プリント媒体支持機構 100とプリントヘッド 102はキャリッジプレート 104に取り付けられ
ている。キャリッジプレート 104は以下に説明する構成要素が見えるように図面には必要
に応じて切り欠いた状態で示している。キャリッジプレート 104は特定のプリンタ（図示
せず）内の構成要素を取り付けるように構成されている。
【００１２】
プリントヘッド 102はカラーカートリッジ 106と黒のカートリッジ 108を支持するキャリッ
ジ 103を有するカラーインクジェットプリントヘッドである。それぞれのカートリッジは
下向きに配設されてその下にある用紙 110にインク滴を塗布する複数のノズル（図示せず
）を有する。プリントヘッドはキャリッジロッド 111によって垂直に支持されている。動
作時には、プリント媒体支持機構 100はプリントヘッドの下の縦方向の用紙通路に沿って
用紙 110を送り、その間にプリントヘッドがその下にある用紙の横方向の幅を繰り返し横
切る。プリントヘッド 102は図５及び図６に示すような（垂直な破線の間に伸びる）プリ
ント領域を有する。本実施例では、このプリント領域の長さは約 1/2インチである。
【００１３】
プリント媒体支持機構 100は用紙 110を上流から下流への縦方向のプリント媒体パスに沿っ
て送りながら用紙 110をプリント領域内でプリントヘッド 102に隣接して支持する機能を有
する。このために、プリント媒体支持機構 100は用紙通路の幅を横切って配置された複数
の駆動ローラあるいは駆動ローラタイヤ 114を設けている。駆動ローラ 114は用紙通路の方
向に直角な用紙通路の幅を横切って伸びる長軸を有するローラシャフト 116に取り付けら
れる。用紙 110は駆動ローラ 114の下でプリント媒体支持機構に入る。用紙はローラを回っ
て巻き上がり、約 180゜向きを変えてからローラの上で支持機構を出る。駆動ローラ 114は
ローラシャフト 116を介してローラシャフト 116の長軸の周囲を回転するように駆動される
。駆動ローラはプリント領域の上流側に取り付け、位置決めされ、用紙をプリント領域に
送る。
【００１４】
上側プリント媒体ガイド 118がプリント領域の上流側のプリント領域とローラの間の用紙
通路を横切って伸張する。上側プリント媒体ガイド 118は用紙通路の下流方向に向かって
水平から下向きに傾斜した内面 120（図４）を有する。内面 120の末端は用紙 110に上から
接触してこれを支持する下側支持端 122（図３及び図４）となっている。
【００１５】
プリント媒体支持機構 100はローラシャフト 116を中心に枢転あるいは回転するように取り
付けられたピボット 124を有する。ピボット 124は上側プリント媒体ガイドから下流側に下
側プリント媒体ガイド 126を形成する。下側プリント媒体ガイド 126は、用紙の下流方向に
向かって水平から調整可能な角度で上向きに傾斜して、用紙 110に下から接触してこれを
支持する上側支持端 130を形成する上面 128（図４に示す）を有する。下側プリント媒体ガ
イド 126はピボット 124とともにプリント領域に対して非退避位置（図示）と退避位置（図
示せず）の間を枢転する。退避したとき、下側プリント媒体ガイド 126は用紙 110から離れ
た降下位置にある。非退避位置では、下側プリント媒体ガイド 126は用紙 110に下から接触
してこれを支持する。
【００１６】
ピボット 124が退避していないとき、駆動ローラ 114、下側支持端 122、及び上側支持端 130
が連動して用紙 110がプリント領域を通過するさいにこれに張力をかけ、その高さと向き
を制御する。これを行なうために、下側支持端 122と上側支持端 130の位置はいずれも駆動
ローラの最高点より低い。さらに、上側支持端 130は下側支持端 122より少し高いことが望
ましい。これによって、用紙 110はまず駆動ローラ 114から下側支持端 122までは下向きに
送られ、その後下側支持端 122から上側支持端 130までは少し上向きに送られる。すなわち
、上側支持端を上側プリント媒体ガイドの下側支持端より高くなるように調整してプリン
ト領域の下流側でプリント媒体を上向きに傾斜させることができる。これは図１及び図２
に示す従来技術では下ガイド面を上側プリント媒体ガイドより低い高さに保ってプリント
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媒体が通過する最小限のギャップを形成しなければならないのとは対照的である。プリン
ト領域内での用紙の屈曲をこのように制御することによって、高密度のインクが塗布され
た後の用紙の曲がりを低減することができる。
【００１７】
下側支持端 122の調整を可能にするために、プリント媒体支持機構は非退避位置に回転す
るとピボット 124に当接する下側プリント媒体ガイドストッパあるいはピボットストッパ
を有する。このピボットストップは、下側プリント媒体ガイドが非退避位置まで枢転した
とき上側プリント媒体ガイド 118に対する下側プリント媒体ガイド 126の垂直方向の位置を
設定し、それによってプリント媒体の所望の形状と角度を設定あるいは確立するように調
整することができる。本実施例では、ピボットストッパは厚みの変化する可動カム 140を
設けている。カム 140は好適にはキャリッジプレート 104の下に取り付けられた回転可能な
ストップホイールあるいはカムホイールである。ピボット 124から当接部 146が伸びてピボ
ット 124が退避していないときカムホイール 140に接触する。カムホイール 140はキャリッ
ジプレート 104に上から回転可能に取り付けられている。カムホイール 140は下面 148を有
し、この下面 148と当接部 146の接触点の高さはホイールの厚みの変化のために変化する。
カムホイールの厚みあるいはその下面が当接部 146に接触する点の垂直方向の高さによっ
て下側プリント媒体ガイド 126の垂直方向の位置が決まる。カムホイール 140を回転させて
この接触点におけるその下面の高さを変化させ、それによって下側プリント媒体ガイド 12
6の垂直方向の位置を調整することができる。カムホイール 140を約１ mmの厚みの変動を持
たせて製造して下側支持端 122を垂直方向に約 0.7mm調整することができる。さらに、カム
ホイール 140はその外周部に歯 150を有し、これによってプリント媒体支持機構の製造中に
下側プリント媒体ガイドの非退避位置の自動調整を行なうことができる。
【００１８】
プリント領域内での用紙 110の形状と角度は少なくとも部分的には用紙の両面に対して働
く上側及び下側のプリント媒体ガイドの支持状態によって決まる。上述したカムホイール
の調整を用いてプリンタの組み立て後の下側支持端 122と上側支持端 130の関係を最適化し
、それによってプリンタのプリント領域における最適なすなわち所望のプリント媒体形状
及び角度を得ることができる。プリント媒体の形状と角度は調整中に用紙がプリント領域
を通過するときの形状を測定することによって決定される。すなわち、レーザー測定装置
を用いてプリント領域内の５つの異なる点における用紙の高さが測定される。これらの点
は、好適には上側支持端 130の真上及び上側支持端 130から上流側及び下流側に２ mm及び４
mmの位置である。これらの点に直線を合わせて、平均的な用紙の向きと高さが表わされる
。これらの測定値に応じて、カムホイール 140を調整してプリント媒体の所望の向きが得
られる。本実施例では、カムホイールはプリント領域における平均用紙角度が水平から約
0.25゜（下流側に上向きに傾斜する）±２゜になるように調整される。
【００１９】
所望のプリント媒体形状及び角度が設定された後、別の機構によって媒体－プリントヘッ
ド間隔が設定される。すなわち、キャリッジロッド 111がそのいずれかの端部にある１対
の偏心ブッシュによってキャリッジプレート 104に取り付けられている。ブッシュ 160はキ
ャリッジプレート 104の対応する穴 162内でその中心の周囲を回転するように適合させた外
径を有する。キャリッジロッド 111はこれらのブッシュ内にその中心軸が穴 162の中心より
少し後にくるように取り付けられる。ブッシュが回転することによってキャリッジロッド
111従ってキャリッジ 103が上昇あるいは下降する。ブッシュの回転を容易にするためにエ
ンドプレート 164がブッシュに取り付けられている。エンドプレート 164はキャリッジ 103
の高さを調整するための外部機構を係合させるための歯 166を有する。キャリッジロッド
とそれに対応する偏心ブッシュによって上側及び下側のプリント媒体ガイドに対するプリ
ンタのプリントヘッドの垂直方向の位置決めを調整し、それによってピボットストッパの
調整によってすでに設定されているプリント媒体の形状と角度を変化させることなくプリ
ントヘッドを用紙からの所望の間隔に設定するための媒体－プリントヘッド間隔調整手段
が形成される。本実施例では、この機構を調整することによって 0.055インチの公称媒体
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－プリントヘッド間隔が得られる。
【００２０】
図５及び図６には、ピボット 124とキャリッジロッド 111の異なる調整方法を示す。図５に
おいて、ピボット 124は第１の非退避位置に示されており、キャリッジロッド 111は第１の
高さに示されている。図６において、カムホイール 140はその厚みの大きい部分が当接部 1
46に接触するように回転された状態にある。これによって下側支持端 130が図５に示す位
置から下降する。図６には、ブッシュ 160が回転してキャリッジロッド 111を下降させた状
態を示している。
【００２１】
上述した構成要素を設けることによって、プリント媒体の形状と媒体－プリントヘッド間
隔の両方を正確にまた独立的に調整することができる。本発明の方法は、上側及び下側の
プリント媒体ガイドを互いに垂直方向に調整してプリント領域におけるプリント媒体の所
望の形状及び角度を設定するステップを有する。また、これとは別に上側及び下側のプリ
ント媒体ガイドに対するプリンタのプリントヘッドの垂直方向の位置決めを調整して、上
側及び下側のプリント媒体ガイドの垂直方向の調整によって設定されているプリント媒体
の形状と角度を変化させることなくプリントヘッドを用紙からの所望の間隔に設定するス
テップを有する。また、本発明の他のステップでは、下側プリント媒体ガイドのストッパ
を調整して、下側プリント媒体ガイドが非退避位置まで枢転したときの上側プリント媒体
ガイドに対する下側プリント媒体ガイドの垂直方向の位置を設定し、それによってプリン
ト媒体の所望の形状と角度を得る。本実施例では、これはまずプリント媒体の形状と角度
を測定し、次にカムを外部のアクチュエータによって移動あるいは回転させて用紙を所望
の形状と角度にすことによって自動的に行なわれる。
【００２２】
本発明は従来技術に比べて多くの利点を有する。重要な利点の一つとして、プリント媒体
の形状と角度を媒体－プリントヘッド間隔と無関係に制御することができる。これによっ
て、インクが塗布された後の盛り上がりが最小限になるようなプリント媒体形状を得るこ
とができる。プリント媒体の形状及び角度の調整はプリント媒体支持機構のプリント媒体
形状とピボットに影響する最も大きい位置誤差の１つを有する部分を用いて行なわれる。
さらに、組み立て後にピボットを調整することによって、部品公差及び組み立て公差をな
くすことができる。これによって、調整を自動化して組み立てコストを低減することがで
きる。また、この調整によって、エンドユーザーがプリント媒体の形状や位置を調整する
必要がなくなる。この調整は工場で一度行なうだけでその後は不要である。
【００２３】
以上本発明の構造と方法の特徴を具体的に説明した。しかし、本発明はここに説明した具
体的な態様には限定されない。なぜなら、ここに開示した手段は本発明を実施するための
好適な態様を示すに過ぎないためである。従って、本発明は特許請求の範囲を当該装置の
一般的原理に照らして適切に解釈した場合にそれに該当するあらゆる態様や変更を包含す
るものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のプリント媒体支持機構とそれに対応するプリントヘッドを上から見た斜視
図である。
【図２】図１に示す従来のプリント媒体支持機構とプリントヘッドの側面図である。
【図３】本発明のプリント媒体機構とそれに対応するプリントヘッドの一実施例を上から
見た斜視図である。
【図４】図３に示すプリント媒体支持機構の側面図である。
【図５】第１の調整された設定状態にある図３に示すプリント媒体支持機構の拡大側面図
である。
【図６】第２の調整された設定状態にある図３に示すプリント媒体支持機構の拡大側面図
である。
【図７】本発明の実施例の調整可能なストッパの下から見た斜視図である。

10

20

30

40

50

(7) JP 3662660 B2 2005.6.22



【符号の説明】
20：従来のプリント媒体支持機構
22：プリントヘッド
24：駆動ローラ
26：ローラシャフト
28：用紙
30：上側プリント媒体ガイド
34：キャリッジ
36：カラーカートリッジ
38：黒カートリッジ
40：ピボット
42：下側プリント媒体ガイド
44：クラッチ
46：フィンガ
50：クラッチ 44上のタブ
100：プリント媒体支持機構
102：プリントヘッド
103：キャリッジ
104：キャリッジプレート
106：カラーカートリッジ
108：カートリッジ
110：用紙
111：キャリッジロッド
114：駆動ローラ
116：ローラシャフト
118：上側プリント媒体ガイド
120：上側プリント媒体ガイド 118の内面
122：下側支持端
124：ピボット
126：下側プリント媒体ガイド
130：上側支持端
140：可動カム
146：ピボット 124の当接部
150：カムホイール 140の歯
160：ブッシュ
162：キャリッジプレート 104の穴
164：エンドプレート
166：エンドプレート 164の歯
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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